
静電気チェッカー連動ゲートシステム

■ 実現できること

静電気チェッカーの測定結果と連動し、通過制御を行うゲートシステムです。静電気

チェッカーで合格と判定された作業者のみが通行可能となるため、静電気除去対策の徹

底運用が実現できます。品質管理に基づく工場監査や発注先企業からのESD対策の要

請に応えられる対策として、多くの工場で導入されています。

□ 本 社
□ 市場開発課
□ 福 岡 支 店
□ 仙台営業所

☎06(6763)0081
☎011(807)9681
☎052(934)0381

☎03(3705)8115
☎03(3705)8110
☎092(441)5781
☎022(291)0881

□ 大 阪 支 店
□ 札幌営業所
□ 名古屋営業所

〒158-0092 東京都世田谷区野毛2-6-6

静電気チェッカー側のOK/NG判定外部出力機能を利用し、

ゲート側の接点入力と接続して連動を実現します。
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セキュリティゲート

静電気チェッカー

進⾏⽅向 - 作業者の動線 -

① 作業者が静電気チェッカーで測定を行います。

② 判定結果が「合格」の場合のみ、ゲートを通過できます。

・不正入室・セキュリティの強化として
静電気チェッカーで合格したことに加えて、ICカードなど

で本人確認ができた作業者だけがゲートを通過できます。

・ヒューマンエラー・見落としの防止
静電気測定の実施忘れや慣れによる手順省略など、人為的なミスを排除できます。

・連動運用による省人化・管理負担の軽減
管理者が目視でチェックする必要がなくなり、監督・管理作業の省力化や負担軽減につながります。

・運用ルールの標準化
システムで機械的に制御することにより、全員が同じ手順で入室し、運用のばらつきをなくします。

■静電気チェッカー連動入退室管理システム

進⾏⽅向

- 作業者の動線 -

①作業者が認証機で照合を行います。

②作業者が静電気チェッカーで測定を行います。

③ ①・②の判定結果がともに「OK」の場合のみ、

ゲートを通過できます。

個人認証機

⼊退室管理装置


